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1954 年に最初のシリコン太陽電池が報告されて以来[1]、太陽電池の絶対王者であるシリコン

に対していろいろな材料が挑戦を続けてきたが、未だにシリコンのチャンピオンの座は不動のも

のである。また、太陽電池の基礎物理はこれまでにも深く議論されており[2-4]、大きなブレーク

スルーを生み出すのは容易でないのが太陽電池の分野である。最近では、ペロブスカイト太陽電

池や非フラーレン型有機太陽電池の研究が非常に活発に行われ、実用化への期待は高い。我々の

研究グループは、無機半導体、有機半導体、有機無機ハイブリッドペロブスカイトなどの基礎物

性の研究に加え、太陽電池デバイスにおけるキャリア挙動の研究も行ってきた。講演では、光物

性物理学の立場から、有機太陽電池、無機太陽電池、ペロブスカイト太陽電池の特徴を比較し、

薄膜太陽電池への期待と課題について述べる。 

講演の内容は、多くの研究者との共同研究の成果に基づいている。特に、秋山英文教授、若宮

淳志教授に感謝します。 NEDO-GI (JPNP21016) 、 JST-CREST (JPMJCR21B4) 、 JST-CREST 

(JPMJCR16N3)、科研費・特別推進研究(JP19H05465)の支援による。 
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